
 
  

 

 

 

 

 
普段から、関連物品がどこにあるのか？どのような使い方や手順で扱うのか？ 
今回は、本格的に訓練する事で急な災害時にも対応できるように、というのが目的でした。 
慣れない器具に焦る職員、連絡がスムーズに取れず右往左往する職員、大声で指示を出す職員・・・ 
と、シュミレーション通りにはなかなかいきませんでした。 

  

 

 

  

              

  

 

非常食作り 
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【本館南側の土砂崩れ】という想定で、利用者の方々には実際の避難状況
を体感していただく為、照明を消して訓練に取り組んでいただきました。
大きな混乱もなく、皆さん職員の指示で速やかな移動ができました。避
難場所の食堂内で、非常用のカップ麺を食べていただきました。 
その間、職員には井水ポンプへホースをつなぎ浴槽へ給水、バケツでくみ
上げトイレに排水。野外用コンロを設置して湯沸かし、発電機発動後に接
続した投光器で明り取り。実際の消火器を使用しての消化訓練。２班に分
かれて行いました。 
本格的な訓練は初めてだった為、色々な課題が見えました。いつ、どんな
時間帯に自然災害が起こるか分からない昨今、このような日頃からの訓
練は非常に重要であると感じています。 

発電機発動 

浴室へ井水タンクより給水 

屋外用コンロで湯沸かし 

消火器訓練 

tel:072‐739‐0456
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新春茶話会を終えて 
今年の新春茶話会では、坪倉優太さんの成人のお祝いをさせて

いただきました。普段着慣れていないスーツにご本人も緊張され

ているご様子でしたが、職員もその姿に微笑ましく感じました。  

また、恒例となりました獅子舞は今年は実施せず、別の出し物

（仮装大会）で利用者さんに楽しんで頂きました。職員の変身ぶ

りに、笑いと驚きの表情を浮かべられ、新しい 1 年の始まりを迎

える事となりました。                                           

行事委員長 中嶋政樹 

祝 
 

成
人 

 

仮
装 
大
会 

 

 只今変身中！ 

 美人にしてや～（笑） 

 今どうなってんねやろ？ 

 
優勝はかぐや姫さん

でした❣ 
 私達は誰でしょう？ 

特別審査員 
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利用者さん手作りの 

顔出しパネルです！ 

 初日の出！ 

 今年は丑年だよー         

 

 こたつはいいニャ～ 

 早くお出かけできますように… 
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美味しいな♪ 

節 分 

みんなで豆まき。美味しい甘酒と 

可愛い生菓子を食べました。 

ひなまつり 

イチゴシフォンケーキとカフェ

オーレでの楽しいひと時。 

特別お楽しみタイム 

なつかしい駄菓子。 

甘～い、わたがしを作ったよ。 

 

ケーキたべる？ 

鬼は外―――！ 

久しぶりの綿菓子 

職員も頑張りました！ 
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利用者さんの個性を大切に･･･ 

利用者さんの観察や、記録が非常に丁寧で細やかなパート職員の日岡

さんからお話を伺いました。 

―――――いつも利用者さんの様子をよく観察されていますね。 

         「以前、保育所で勤務していた時に、園児の様子をご家庭に報告してい

た経験があるので、無意識にそうなっているのかもしれません。今はご

家庭ではなく担当者へ報告の意味も込めて記録を残しています。」 

―――――素晴らしいですね。日頃の支援でやりがいを感じる所は？ 

「利用者さんは、それぞれ課題の取り組み方にも個性があって、いかに 

その方にあった課題を作成するかを考えることです。」 

―――――休日の過ごし方は？ 

「以前は家族で映画を観に行ったり、音楽のライブに行ったりしていま

した。コロナで随分行けてないですが…」 

―――――今後の目標を教えてください。 

「日中活動でそれぞれ利用者さんに合った新しい自立課題のアイデアを

考えて作ることです。」 

常に、利用者さんのより穏やかな生活へとつながるようにという思い

が伝わってきました。担当の利用者さんを受け持つ職員にとっても、大

きな支えとなっている日岡さんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                                  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

   

『声』 

件名：「感謝」 

 

  コロナ禍で日々、大変な中温かく支援して頂いていることに心から感謝しています。会えない

期間も元気で過ごしていることを思うと励みになります。 

  毎月頂く付箋のお手紙が楽しみです。園での様子を詳細に書いて頂き、様子が分かり嬉しいで

す。 

 いつも本当にありがとうございます。                      

                                  保護者 様 
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 典子
の り こ
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研修委員会から年間の活動報告 

研修委員会では昨年度から「アセスメントについて」の取り組みを進めてきました。 
ある利用者さん一人に絞り目標を立てて、自閉症の特性シートやアセスメント課題を使い、評価を

重ねてきました。この利用者さんは、『スケジュールの見通しをたてるのが苦手。ジャスチャーでは伝
えることはできるが、言語コミュニケーションは難しい』という特性を持ち、思いが伝わらないもど
かしさのストレスから泣き出す・衣類濡らし、他傷行為等が続いていました。アセスメント結果をふ
まえ、食堂の席に専用ボードを設置し、イベントや行事を貼り出し視覚的に提示することで、穏やか
に過ごすことができるようになってきました。何度もアセスメントをとり、改良を重ねています。 
上のグラフの写真は黒が 2019年度のもので、茶色が 2020年度のものです。他傷行為・服破りの

件数の変化がよく分かります。 
このように、利用者さんの物の捉え方や見方を評価し、行動がどのように変化してきたか、アセス

メントの取り組みを施設内研修で報告することが出来ました。       
研修委員会 山本正樹            

ボ

専用席、ボード設置後の他傷行為・服破りの

件数の変化です。設置後は減少していること

が分かります。 

食事席前の専用ボード 

アセスメントの様子 

3回に分け、研修委員会の研修報告会を行いました。昨年度からアセスメント課題を実施し、

それらの動画や映像を使い、少しでも支援に役立つように、報告会を行いました。その後、

グループワークを行い、それぞれ発表もしました。 

 

〇・・・R1.12～専用食事席 
〇・・・R2. 8～ﾎﾞｰﾄﾞ設置 

研修委員会主催 施設内研修 
利用者さんのアセスメント 

 

黒…2019年 

オレンジ…2020年 
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利用者さんに今後の目標（希望！？）をそれぞれ書いて頂きました。 

ほんの一部ですが、ご紹介いたします(^^♪ 

 みなさん、やはり外出の希望が多い印象です。この１年

本当に我慢をしていただくことばかりで、申し訳ない思

いでいっぱいです。 

 早く、元通りの日常に戻ってもらいたいものです・・・。 
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寄付紹介 
 

社会福祉法人北摂信愛園では、障がい福祉

に関心のある皆さま、法人・団体の皆さまか

らの寄付金の受付を行なっております。 

 当法人による、社会福祉事業は国・地方自

治体からの運営費によって実施されますが、

加えて、法人・施設の更なる充実、利用者へ

の処遇の向上及び新たなる施設の開設資金

として、支援していただける皆さまの寄付金

を財源とし障害福祉への助けとなればと考

えています。 

 多くの皆さまのご支援、ご援助を心からお

願い申し上げます。 

ご寄付・ご寄贈の流れ 
申込用紙（寄付申込書）をホームページにて、印刷の

うえご記入いただき、社会福祉法人 北摂信愛園へ、FAX
または郵送をお願いします。 
寄付金：①個人     1，000 円以上 

②法人    10，000 円以上 
＊インターネットの環境が整っておられない等、ホーム
ページからの印刷ができない場合は下記の問い合わせ先
にご連絡ください。 
◎振込による場合のお振込先 
 金融機関   ゆうちょ銀行 
 記号番号   00950-8-334837 
口座名義   社会福祉法人 北摂信愛園 

◎他行から振り込まれる場合 
 金融機関   ゆうちょ銀行 
店名（店番） 099 
口座番号   0334837 
預金種目   当座 
口座名義   社会福祉法人 北摂信愛園 
 

お問い合わせ・ご連絡先 
社会福祉法人 北摂信愛園 事務局 担当 櫻井 迄 
〒563-0217 大阪府豊能郡豊能町川尻 72-5 
TEL：072-739-0456  FAX：072-739-0457 
 

  私事ですが、今年度で広報委員から外れることになりました。2 年と言う短い期間でし

たが、広報誌の製作に携われたことはとても良い経験になりました。季節の行事で楽しむ

利用者さんの笑顔の写真を編集するたびに、笑顔になっている自分がいました。皆さんに

も同じように楽しんで頂けていれば幸いです。本当にありがとうございました。 E.M 

寄附物品 
◎野村作(株)様より 

  タオル 
◎家族会様より 
   新春茶話会デザート・コーヒー 
   バレンタインデザート 

保護者の皆さま 

北摂信愛園では、利用している皆さまに対して、適切な支援を行うよう、スタッフ一同十分に留意しなが

ら、日々の業務に努めております。もし、北摂信愛園の支援について、虐待の疑いなど何か気にかかること

がありましたら、施設職員または第三者委員、下記連絡先までご連絡ください。 

 北摂信愛園第三者委員 

 荒木 啓元（あらき ひろもと）さん   電話 ０７０－５６６８－６１１５ 

  メールアドレス  dai3.araki@gmail.com 

    相談・苦情受付 対応時間：月～金（祝日は除く）９:００～17：00 

 山下 堅司（やました   かたし）さん  電話 ０７２－７３９－１６７０ 

 中  繁樹（なか しげき）さん     電話 ０７２－７３８－６４３７ 

橋本 謙司（はしもと けんじ）さん  電話・FAX ０７２－７３９－２８９９             

メールアドレス  hashimoto-kenji@leto.eonet.ne.jp 

大阪府福祉部障がい福祉生活基盤推進課  電話 ０６－６９４４－２２９５ 
福祉サービス苦情解決委員会（大阪府社会福祉協議会運営適正化委員会） 

編集後記 

寄附金 
 ◎匿名  ￥3５,000 
    （法人運営の為） 
 ◎寺内喜代子様 
      ￥10,000 
    （法人運営の為） 

◎第三者委員 
荒木啓元様より 

  尿取りパッド 
  （３５パック） 
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